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教 育 経 済 委 員 会 会 議 録 

 

１．日 時 平成２８年９月２７日（火曜日） 

 午前９時２８分～午前１０時５９分 

２．場 所 委員会室 

３．出席委員 秋 枝 秀 稔 委 員 長 杉 山 武 志 副委員長 

 徳 並 伍 朗 委 員 秋 山 哲 朗 委 員 

 下 井 克 己 委 員 岩 本 明 央 委 員 

       岡 山  隆 委 員    荒 山 光 広 議 長 

４．欠席委員 な し 

５．出席した事務局職員 

 綿 谷 敦 朗 議会事務局長 野 尻 登志枝 議会事務局係長 

 大 塚  享 議会事務局係長 

６．説明のため出席した者の職氏名  

 篠 田 洋 司 副 市 長  奥 田 源 良 総合観光部長 

 末 岡 竜 夫 教育委員会事務局次長  安 永 一 男 観光総務課長 

 繁 田  誠 観光振興課長 

７．会議の次第は次のとおりである。 
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午前９時２８分開会 

○委員長（秋枝秀稔君） ただいまより、教育経済委員会を開会いたします。さきの

本会議におきまして本委員会に付託されました市長提出議案１件につきまして審査

をいたしますので、御協力をよろしくお願いいたします。 

議長、報告等ございましたらお願いします。 

○議長（荒山光広君） 特にありません。 

○委員長（秋枝秀稔君） それでは、これより審査を始めます。質疑はあるかと思い

ますが簡潔明瞭に、また議題外のことにつきましては、お控えをいただきたいとい

うふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

議案第８７号平成２７年度美祢市観光事業特別会計決算の認定についてを議題と

いたします。執行部より説明を求めます。安永観光総務課長。 

○観光総務課長（安永一男君） 議案第８７号平成２７年度美祢市観光事業特別会計

の決算について御説明いたします。 

最初に主要施策評価報告書の２２ページをお開きください。観光事業特別会計の

平成２７年度決算は、歳入総額６億９，７８９万４，０００円、歳出総額５億８，

６４８万９，０００円で歳入歳出差引額、１億１，１４０万５，０００円となりま

す。 

なお、歳入歳出差引額から前年度繰上充用金を除いた単年度収支は１億９，

２５６万９，０００円の黒字となります。 

それでは、歳入につきまして御説明いたします。決算書の１５８、１５９ページ

をごらんください。 

１款観光収入について、総額は５億６，３５０万２１５円です。内訳は秋芳洞観

覧料が５億２，５６５万３，８１６円、大正洞・景清洞の観覧料が２，１４６万３，

９６９円、養鱒場収入が１，６３８万２，４３０円であります。２款使用料及び手

数料について総額が２，４４４万８，７０２円であります。使用料の主なものは広

谷駐車場使用料の２，００２万８，８００円です。養鱒場使用料が２３１万８，

７００円であります。 

  続きまして、１６０、１６１ページをごらんください。３款県支出金は総額２，

００６万４，４００円であります。総務管理費――失礼いたしました。訂正いたし

ます。県支出金２０６万４，４００円でございます。総務管理費委託金１１３万９，
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４００円で秋吉台等自然公園の維持管理業務委託金であります。県振興管理費補助

金９２万５，０００円、山口観光地魅力度アップ支援事業補助金であります。５款

繰入金につきまして一般会計繰入金９，５１１万９，６９６円であります。内訳は

秋吉台リフレッシュパークのトロン人工温泉にかかる市民福祉分の補填３８１万９，

６９６円、及びふるさと美祢応援基金からの繰入金８８０万円、一般会計からの長

期借入金が８，２５０万円でございます。６諸収入については、総額１，２５３万

８４円であります。 

１６２、１６３ページをごらんください。雑入１，２５６万１０６円でございま

す。主なものは、秋芳洞の冒険コース利用料９１４万３，７００円であります。 

  続きまして、歳出を御説明いたします。１６４、１６５ページをお開きください。 

１款観光総務費について歳出総額は４億１６９万１，７１８円であります。内訳は 

１目総務管理費が２億９，６６１万２，７９０円でそのうち一般管理費が２億１， 

３７３万３，９７０円です。主なものは需用費１，１０６万６，７７６円のうち、

光熱水費が４０２万２，９９３円、修繕料が４２４万８，３５３円となっておりま

す。１２役務費１，５４６万７６４円のうち、観光あっせん等の手数料が１，

４４２万２，５２７円、１３委託料７，５６４万１，９１９円のうち、指定管理委

託料が５，３２０万６，０００円、秋吉台観光交流センターの総合案内にかかる委

託料が４４３万円です。 

１４使用料及び賃借料１，３８１万８０４円のうち、借地料が１，０３７万

９５７円、２７公課費３，１３３万６，７００円のうち消費税及び地方消費税は３，

１２７万７，９００円、２８繰出金５２３万９，９６０円で環境衛生事業特別会計

繰出金であります。 

１５工事請負費３，２９３万２，４４０円で、秋吉台家族旅行村内の施設改修

２件に６５２万９，６８０円、トロン温泉内の施設改修１１件に合計２，６４０万

２，７６０円であります。また、１２役務費において予算額１，８２８万３，

０００円に対し、２８２万２，２３６円の不用額となっております。これの主は、

観光あっせん手数料の不用額２７７万６，４７３円となり、団体観光客のあっせん

手数料の支出減によるものであります。 

次に、１３委託料において予算額７，９０８万６，０００円に対し、３４４万４，

０８１円の不用額となっています。これの主は、観光施設管理方針設計業務委託料
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の入札による予算残額であります。 

次に、施設管理費が８，２８７万８，８２０円です。主なものは需用費４４６万

９，６９４円のうち、施設修繕料が３８１万１，７９７円、１３委託料１，

６８０万７，２７６円のうち、清掃業務委託料が７０１万７，２８５円、環境整備

委託料が３９９万１，５７５円、施設補修委託料が３０６万２，８８０円となって

おります。 

１５工事請負費６，１５６万円は、秋吉台エレベーターの改修工事です。 

次に、１３委託料の不用額３５４万７２４円は環境整備委託料等の業務を見直し

を行い節減したものでございます。また、１５工事請負費の不用額２，６８４万に

おいては工事内容の見直しをしたことによるものでございます。 

続きまして、１６６、１６７ページをごらんください。 

２項業務管理費は１億５０７万８，９２８円であります。内訳は、１目秋芳洞業

務費が６，６６３万３，２４２円であり、主な支出につきましては、１１需用費

４５１万４，６５２円のうち、光熱水費３７８万５，９１１円、１３委託料は４，

８３３万３，５０７円のうち、秋芳洞案内業務委託料４，１０１万８２６円、駐車

場使用料収受業務委託料４１２万１，５６１円となっています。 

１４使用料及び賃借料６５０万９，７１２円のうち、施設機器の借上料５６４万

４，４５２円でございます。 

なお、１３委託料の不用額４６１万１，４９３円につきましては、繁忙期におけ

る外注経費や秋芳洞案内業務等の委託料の節減によるものでございます。 

続きまして、２目大正洞・景清洞業務費は、１，８３１万７，８４７円でありま

す。主な支出につきましては、１３委託料１，５８５万１，８２０円のうち、窓口

業務に係る業務委託料１，５１１万８，１６０円となります。 

３目養鱒場業務費につきましては、支出総額２，０１２万７，８３９円となりま

す。主な支出ですが、７賃金の臨時雇用賃金が２５９万４，８２０円、１１需用費

５６３万５，６７８円のうち、飼料費３９９万６，２１７円。１６８、１６９ペー

ジをお開きください。１３委託料の養鱒場業務委託料が２０１万３，６０９円とな

ります。 

なお、１３委託料の不用額１７６万３９１円につきましては、委託職員を２名募

集しておりましたが、１名しか集まらなかったために不用額がでました。 
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○委員長（秋枝秀稔君） はい。繁田観光振興課長。 

○観光振興課長（繁田誠君） それでは続きまして、２款観光振興費・１項振興管理

費・１目一般管理費でございます。引き続き、１６８ページ、１６９ページをごら

んください。主な支出につきまして御説明をいたします。９旅費につきましては

３８７万２３３円を支出しております。韓国、台湾等国際観光振興に関する渡行旅

費及び国内観光旅行誘致に関わる首都圏、関西圏等国内旅費でございます。 

１１需用費につきまして、２５４万９円を支出しております。各種事業の需用費

の合計額となっております。予算合計額７３４万７，０００円に対しまして不用額

が４８０万６，９９１円となっております。これの主は冬場の閑散期におきまして、

秋芳洞への誘客を図る事業として市営駐車場に止められた観光客にガソリン代を補

助する事業がございました。不用額が４５０万６，０９８円でており、要因につき

ましては燃料代が下落したこと及び予算目標台数３，２００台に対し、駐車場台数

約１，２００台と３８%の駐車率に留まったことなどから燃料費としての不用額が

多額となりました。今後につきましては予算目標に到達するよう適正な執行に努め

てまいりたいと考えます。 

１３委託料につきましては、２，２１６万４，７７７円を支出しております。主

なものとして美祢市の交流人口の増加、滞在時間の延長、体験型旅行の拡大に向け

た着地型観光推進事業が７９１万６，４００円、美祢市のおもてなしの仕組みづく

りのためのおもてなし力向上推進事業が７２５万７，６００円を支出しております。 

また、民間ノウハウを活用した観光プロモーション業務委託料が４９８万６，

９００円などとなっております。委託料におきまして、不用額１５１万４，

２２３円が生じております。主な不用額は観光プロモーションの委託料の不用額が

１２１万４，１００円となっており、年間の事業打ち合わせ等により事業費の縮延

ができたことによります。 

続きまして、１４使用料及び賃借料につきまして２２１万４，５７５円を支出し

ております。この主のものは美祢市台北観光交流事務所の賃借料１４１万５，

８９９円でございます。 

１５工事請負費１７５万５，０００円を執行しております。これは、秋吉台観光

交流センター等主要エリアのＷｉーＦｉ整備工事になります。 

続いて、１９負担金補助及び交付金３，０１９万２，４１４円につきましては主
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なものとして美祢市観光協会への観光プロモーション補助金１，２００万円、秋吉

台観光まつり補助金７６４万円、美祢国際観光交流推進協議会補助金４１２万円、

カルストタクシー運行補助金２０１万２，０００円、二次交通支援事業補助金

２１１万４，２１４円でございます。 

観光プロモーション補助金につきましては、使える秋吉台から秋芳洞へをテーマ

として露出を図るなど、観光客誘致活動及び広告宣伝を含む観光プロモーションを

行っているところでございます。カルストタクシーにつきましては、秋吉台・秋芳

洞周辺の二次交通不便解消のため、年間１，９３７人の利用がございました。秋吉

台観光まつりにつきましては、実行委員会へ主に花火等の経費に対する運営補助と

なっております。美祢国際観光交流推進協議会につきましては、外国人観光客の誘

致を図り、地域経済の活性化を図ろうと特に韓国、台湾等東アジア観光客誘致を行

うため、広告宣伝及び現地商談会等の活動補助を行い、誘客向上を図ったところで

ございます。 

なお、負担金補助及び交付金につきまして、１０９万３，５８６円の不用額が生

じております。主には二次交通支援事業補助金であり、長門市と美祢市が連携した

バス補助金において執行率約６６％より若干の不用額が生じたところでございます。 

以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） 安永観光総務課長。 

○観光総務課長（安永一男君） それでは、１７０、１７１ページをお開きください。 

５款前年度繰上充用金につきましては、平成２６年度決算により８，１１６万３，

５３９円を繰上充用したものであります。 

以上、観光事業特別会計決算について、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございませんか。

岩本委員。 

○委員（岩本明央君） きょう副市長さんも来ておられますので、いろいろ教えてい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

決算書の９０ページ、９１ページをちょっと開いてもらってですね、商工労働費

から観光のほうへ、繰出金がいっておるわけですが、その額もちろん、その額がそ

のまま観光のほうにいって、大変いいことなんですけど、これ９１ページの２８、

９,５１１万９,６９６円が支出済額で、観光費として向こうにいってるわけです。 
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それで、１７１ページの一番下のほうに支出済額と、それから一番右に不用額の

総計があるわけです。それで、その前の収入済額が６億９,７８９万４,６９４円と

いうことで、もちろん数字は合うんですが、単純に繰入金だけで、あるいは商工労

働のほうからいかなかった場合には、あまり事業としての黒字は、もちろん赤じゃ

ないんですけど、ないと考えられますけど、実際に前市長さん、それから職員さん

の大変な御尽力によって黒字に転換したということ、大変結構な話なんですが、そ

ういうふうに補助するなり、繰出金、まっ、繰入金を活用して黒になったというこ

と、結構なんですが、その辺のことはどのように反省っていうか、しておられます

か。お考えをお尋ねします。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの岩本委員の御質問にお答えをいたします。

一般会計から９,５００なにがし、なにがしという金額を、実際には観光特会が繰

り入れております。この内訳は、先ほどちょっと御説明をいたしましたが、観光特

会が管理しております施設の工事費に充てるものが一つ、それと、ふるさと納税と

いうのがございますが、それで観光施設の整備のためにという寄附者の御意向を受

けたものが一つ、それと、トロン温泉の市民割引分といいますか、社会福祉分、観

光特会は特会と言えども、一応企業として収益を目標としてる会計でございますの

で、その割引部分を繰り入れていただいた、繰り入れたものでございますし、先ほ

ど申しましたけど工事につきましては、観光特会、黒字になったといえども、将来

的にも不安なところがございますので、一般会計からの借入金で工事をしておりま

す。その借り入れたものは、１０年返済ということで今考えておりますので、観光

振興計画にもございますけど、記載もございますけど、そのような繰り入れでござ

います。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君）  おっしゃることはよくわかります。で、私としたらですね、

今おっしゃったように、企業のようなかたちでありますので、できるだけ、これか

ら一般会計等も相当厳しくなる御時世でもありますし、合併特例なんかも減ってき

ますし、その辺でシビアに計画を立てていただいてですね、できるだけひとつ、ど

んぶり勘定とは言いませんけど、そういうかたちでやっていただくなり、また今、
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部長さんがおっしゃったように、そういう工事の場合には、やはり繰入金等じゃな

くて、借金といいますか、そういうふうなことでやっていただければ、また、いず

れ考えんにゃいけんというふうなかたちになれば、すっきりした決算内容ちゅうか、

それが組めると思いますが、大変参考になりましたので、ぜひ、観光事業特会とし

て、ずっと黒が続くように期待をしております。 

  以上です。また、あと質問します。（発言する者あり） 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの岩本委員の御意見の中に、観光特会が赤

字だから一般会計が繰り入れたというふうな、ちょっとニュアンスがあったように、

聞き取れた部分に対して答弁をさせていただきますけど、この工事費に係る一般会

計からの繰入金につきましては、観光特会は１０年返済で一般会計にお返し、返済

をする予定でございますので、その辺はお間違えいただかないようにお願いしたい

と思います。 

  以上でございます。  

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君）  もう一度確認しておきますが、１７１ページの不用額１億

７,６８２万９,９６０円、これ不用額の総額ですね。よろしいでしょうか。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの御質問ですけど、これはあくまでも予算

に対しての不用額ということになります。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君）  それじゃ、支出済額の５億８,６４８万９,０４０円というの

がありますね。それで、前にかえっていただいて、１６３ページの収入済額の合計

が６億９,７８９万４,６９４円、これいいですね。そうすると、これ引いた数字じ

ゃないんですかね。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） 今岩本委員の言われた金額につきましては、差引の

金額につきましては、事業成果報告書の２２ページにございますが、１億

１,１０４万５,０００円になると思います。１，０００円未満は切り捨てておりま
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すが。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、篠田副市長。 

○副市長（篠田洋司君） 先ほどの繰出金の件でございます。岩本委員言われるよう

に、一般会計ますます苦しくなるから、この繰出金は注意すべきじゃないかという

御趣旨だろうと思います。 

これは、繰出金については、厳密にルールにのっとって繰り出しているわけでご

ざいます。つまり、福祉政策に伴う経費については、福祉の一般会計が負担すべき

経費として区分し、その部分については繰り出してると。で、あと資金調達の件に

ついても一部繰り出して、これについては、先ほど奥田部長が申し上げたように、

１０年償還をするということでございますので、ルールにのっとった繰り出しを行

っているということで、申し述べさせていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 質疑はございませんか。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 岩本委員に次いで、私は質問させていただきますけれども、

他の人もいろいろたくさんあると思いますので、まず、遠慮されているんじゃない

かと思ってますけど、まずですね、今回の平成２７年度の美祢市観光事業特別会計、

これについて資金不足比率審査意見書、これ意見書がきのう出て――いただきまし

た。 

それでですね、この意見書の中で５７ページ、是正改善を要する事項として、今

後の運営にあたっては、企業会計的な経営管理を導入することが必要ではないか、

検討されたい、ということが指摘されております。この点について、今後この企業

会計に移行して、しっかりと見える化をして、市民の皆さんにわかりやすいかたち

で、しっかりと報告していくことが重要になってくるんではないかと思っておりま

すので、これについてどのような御見解でしょうか、お尋ねします。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの岡山委員の御質問にお答えします。企業

会計への取り組みはどうかということだと思いますが、平成２７年度に各観光特会

が管理しております建物につきまして調査をしました。今、成果報告も上がってき

ておりますし、そういうところもありますし、観光特会の施設につきましては、本
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当古いものといいますか、築、建築年も４０年経過したようなものもございますの

で、その辺も今言われた企業特会のほうで、償却というものも考えていかなければ

ならないと思っております。 

それと、去年調査をいたしましたのは、建物のみでございまして、設備、施設、

秋芳洞内の通路とか、桟橋、そういうものも当然入ってまいりますので、その辺も

精査して、企業会計に向けた取り組みを進めていきたいと考えております。 

また、すぐ何年にという話には、ちょっとならないかと思いますけど、早い時期

にそのような方向性にもっていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） まずですね、今回の平成２７年度の決算を見ていってですね、

この中で資金不足比率、非常に今も説明ありましたけれども、この観光事業特別会

計決算で、前年度繰上充用額がですね、あったものが、もう全てなくなりまして、

いよいよ本格的にもう単年度収支を見た場合には、２７年度、１億９,２５６万

９,０００円、これだけの単年度で黒字が発生ということで、非常にいいんですけ

れども、それに対する資金不足比率というのは、今まではそれによって、２７年度

は資金不足比率がゼロということで、２６年度は１１．３、２５年度は３９．８と

いうことで、経営健全化基準２０．０に対して、この平成２５年度までは、指数が

高かったわけですね。それが行政、皆さんの努力によりまして、この２７年度は経

営健全化に対しても以下、ゼロというかたちで、非常にいい数字になっております。 

それでですね、これは夕張みたいなかたちで、きのうちょっと言いましたけど、

１１万の人口が９,０００まで今現在なって、いろいろこの観光関係に費用対効果

も、その辺を考えずに、いろいろものを建設していったということで問題になって、

そういった面で、国が地方財政健全化法によりまして、今回資金不足比率等みて、

ちゃんと経営しているか、こういった指数がちゃんとわかるわけですね。この

２７年度は、美祢市は非常に資金不足比率についてはゼロということで、非常にわ

かりやすいかたちでの決算報告となっております。 

問題は今後、これから心配になってくるのは、この観光事業がどんどん黒字化に、

これから１億か２億の単年度収支で黒字化になってくる可能性は高いわけでありま

すけれども、今回のこの主要施策の成果報告書を見てみまして、この中に利用者の
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推移ということで、この２７年度は観光入洞者数が５３万９,６４０人です。

２６年度が非常に一番過去最近では最低ということで、４８万人であります。そう

いう面におきまして、これは今までのいつ頃に相当するかというと、昭和３３年頃

が４８万という数字が出てますね。その頃に類推すると、そういった面において、

今後は観光振興費などもしっかりと充てながら、これ以上下がらないかたちでの、

私は施策が必要となってくると思ってます。 

それでですね、問題は今言いましたけれども、この企業会計への取り組みを、私

は今回のこれから黒字化が見込まれるにあたって、この企業会計の取り組みをいち

早く行っていただきたいことです。今も奥田部長のほうから、そういう取り組みを

すると言われておりましたけれども、適切な資産管理、財務書類の作成のためには、

この固定資産台帳関連の整理が必要ということ――今、してると言われましたけど、

どの程度、今取り組みをされているのかどうか、この２７年度決算にあたっての、

今までの固定資産台帳の整理というのはどの程度進んでいるのか、この点について

お尋ねしたいと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） 奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの岡山委員の御質問でございます。先ほど

も申しましたが、平成２７年度に建物については調査をしております。で、今財政

課が主導で、市の物件といいますか、財産を全て今評価をする予定がございまして、

そのほうにも観光特会部分の――先ほど申しましたが、通路とか桟橋、あるいは照

明設備とか、そういうものも含めて今集計といいますか、提出して、財産価値を把

握する過程でございます。それと私どもの建物調査した建物部分を合体して、全体

の資産を把握するという段取りになっております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） その点についてわかるんですけれども、今後今言ったように、

これから単年度収支が毎年１億以上は見込まれるということで、今後その辺のお金

の動きというものを、しっかりと見ていかなくてはならないということです。 

だから、財務処理を早く作成する必要が重要であると、今言ってるわけですね。

それで、要するに、しっかりとこの受益者の負担の適正化、事業別とか施設別、行

政コストを減らす。もしそういったものもしっかりと減価償却、退職金引当金など、
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しっかりとその辺やっていただいて、今ほかの病院とかは結構上下水道やって、非

常にわかりやすくはなって、予算の見える化が進んでおりますので、どうかですね、

この辺については、よりいっそう早くですね、進めていただきたい。これ要望です。

よろしくお願いします。 

  それと、もう１点ですね、お尋ねしますけれども、今回、今後１億や２億の単年

度収支が見込まれると、先ほどから何回も言っておりますけれども、今後これを一

般会計なら基金として、そういったプールができるわけでありますけれども、特会

として、これから単年度収支が黒字化なった、こういったお金というものは、一般

会計みたいなかたちでの基金を創設することなんか、できるんかどうか、それに対

する法整備とか、何かあるんかどうか、この点について何か説明できますでしょう

か。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの岡山委員の御質問でございます。特別会

計で、単年度に充用した金額を基金への積込みということでございますが、総合観

光部では、こういうふうな観光振興計画というものをもっております。この計画は

５年間の計画でございまして、これにできるだけ沿った、当然のことながら沿った

事業を営んでまいりたいと考えております。この中には、収益の半分程度は基金と

して積むように考えておりますし、一般会計でも残余の余剰金といいますか、その

部分につきましては、２分の１以上原則として積むような条文もございますので、

できるだけそのようにしたいと思っております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 半分程度、基金が積立てができるということで、私全然ちょ

っと難しいんかなと思っておりましたけれども、安心しました。それでですね……。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、篠田副市長。 

○副市長（篠田洋司君） 岡山委員の御質問に対するちょっと補足でございますが、

当然企業会計なりましたら利益剰余金の処分ということで、基金とか特にしなくて

もその制度上、利益準備金であるとか任意積立金は認められてますので、自動的に

積み立てられていくものというふうに理解しております。はい、企業会計ですから。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岡山委員。 
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○委員（岡山 隆君） それで、観光特別会計で基金を利益剰余金として、プールす

る場合ですね、そこまでできるんであれば、国としては地方交付税をですね、減額

するとか、そういったことにはつながらないかどうか、この辺ちょっと最後確認で

す。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、篠田副市長。 

○副市長（篠田洋司君） 地方交付税は基準財政需要額と基準財政収入額の差でござ

いますから、この特別会計、企業会計については、それは地方交付税の減額にはつ

ながらないものというふうに理解しております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 先ほど説明がなかったもんで教えていただきたいんですが、

ページ１６１ページをお願いいたします。その中の４の財産収入、それから項の財

産運用収入、目の財産貸付収入ということで、１６１ページに移って、土地貸付収

入というのが、収入済額で２３万１,２６３円ありますが、これは内容はどういう

ふうなものなんでしょうか。額は少ないけどちょっと教えていただけますか。 

○委員長（秋枝秀稔君） 安永観光総務課長 

○観光総務課長（安永一男君） 岩本委員の質問にお答えいたします。土地貸付収入

でございますが、これは携帯電話の基地局の占用の使用料となります。ほかにはサ

ンデン交通っていうか、バスの駐車場使用料とか、ＮＴＴの電柱の敷地料等にござ

います。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） 余談になりますけど、企業会計になった場合には、必ず返納

準備金とか貸倒引当金とか、いろいろ引当金、準備金とかたくさんありますので、

その辺は私も企業おりましたので、多少はわかるつもりではおります。 

○委員長（秋枝秀稔君） 質疑はありませんか。はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） 済みません、簡単に質問を３点ほどさせてください。まず、

県支出金、これ２００万円ぐらいございますが、これで全てなんですか。全てっち

ゃ、ちょっと御無礼なんですけど、どんなもんなんですか。 

○委員長（秋枝秀稔君） 安永観光総務課長 

○観光総務課長（安永一男君） 下井委員の御質問にお答えいたします。県支出金で、
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観光総務費委託金につきましては、県より自然公園利用施設維持管理業務委託金と

中国自然歩道施設維持管理金を受けております。で、もう一つございます振興管理

費補助金につきましては、観光振興課のほうで行っております山口観光地魅力度ア

ップ支援事業の補助金でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） 今の観光総務費委託金１１３万９,４００円ですか、これっ

ていうのは、もう大体、秋吉台の今言われた２点に関してのみであって、国定公園

であるから、例えばいろんな管理もしなくちゃならないじゃないですか、そういう

点において、例えば県のほうに要望とか行ってもだめなもんなんですか。要望され

てるとは思いますけど、どうなんかなと思いまして。 

○委員長（秋枝秀稔君） 篠田副市長。 

○副市長（篠田洋司君） 所管が文化財保護課だったりですね、いわゆる秋吉台上の

整備について、県のもっと支援があればというお話でございますか。可能な限りは

要望はしてまいっているところでございますが、いろいろ所管が多岐にわたってま

すので、またその辺の調整も必要ではないかとはいうふうには理解しております。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） ありがとうございました。文化財保護課があるということ、

ちょっと私忘れておりましたので、申し訳ございませんでした。引き続きよろしく

お願いしたいと思います。 

２点目ですけど、借地料が毎年のごとく１,０００万以上出とるわけなんですけ

ど、そのあたりで買える土地っていいますか、そういうお話を進められていられる

のか、 このままずっと今の借地は借地のままでいこうと考えておられるのか、お

考えがあればお聞かせ願いたいと思います。１年１,０００万、１０年１億になり

ます。お願いします。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの下井委員の御質問にお答えをします。 

借地料につきましては、今委員が言われたように１,０００万円程度出ておりま

す。これにつきましては、実際には購入の申し入れをしたことはございません。以

前の旧秋芳町時代の米の単価ということでお支払いをしております。 

これを変えるとなるとですね、市域全体にも響こうと、ほかにも市内をたくさん
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借地をしてるとこございますので、市域全体的なお話にもなろうかと思っておりま

すので、その辺もまた検討――総合観光部だけではございませんので、総務部の辺

も含めてちょっと検討するといいますか、話を出してみたいというふうに考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） わかりました。よろしくお願いいたしたいと思います。 

次３点目なんですけど、この２７年度の中でトイレ改修、トイレ設備の建替えと

いいますか、そういう金額が出て今おるでしょうか、ちょっともしわかればお願い

したいんですが。 

と申しますのは、今いろんな施設、道の駅とか、サービスエリアとかトイレがど

んどん変わってきてます。で、そういうところへ行かれる観光客の方が秋吉台、秋

芳洞に来られて、昔ながらのトイレというのはどうもさみしいような気がするんで

すよ。で、一度に全部替えることは難しいんですけど、徐々に徐々に替えていって

いただければと考えております。で、２７年度、２８年度で、もしそういうのがあ

れば、またちょっとここで言っていただければと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの下井委員の御質問です。トイレの改修に

は２７年度にあるかということであったと思いますけど、観光特別会計では２７年

度にはございません。一般会計のほうには、ございますですけどね。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） 特別会計のほうでもあるかと思いまして、ちょっと質問させ

ていただいたんですけど、トイレ改修に関しては一般会計のほうでやられてると、

全てやられてるということでよろしいですかね。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの下井委員の御意見でございます。一般会

計で全てトイレを改修をしているのかということでございますけど、観光事業特別

会計が管理してる施設については観光特別会計、一般会計が管理してる施設につき

ましては一般会計から支出しております。 
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  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） ありがとうございました。それでは、こちらの特別会計で管

理しているトイレとかございまして、やっぱ観光客の方が頻繁に使われるとこがあ

れば、それに関しては当然トイレ改修というか、もう完全に建替えですか、そのあ

たりで検討していただいて、いいトイレを造っていただければと思います。一器が

いくらぐらいするか、ちょっと私も想像つきませんけど、できる範囲で少しずつで

いいんで、その辺の検討をお願いしたいと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの下井委員の御提案といいますか、御意見

でございます。２８年度に秋吉台交流センターの１階を整備いたします。それに合

わせて、交流センターの１階のトイレを改修する予定でございます。今年度でござ

いますね。それとエレベーターのトイレも改修を予定をする予定でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） ほかに質疑はありませんか。（「離れるかもしれません」

と呼ぶ者あり）離れちゃいけませんけど。関連で、関連ならいいですけど。 

○委員（下井克己君） その他でも言おうと思ったんですけど、今のポケモンＧＯっ

てありますよね。あれの関係で、観光センターから秋芳洞、秋吉台、これはっきり

いって広告のほうなってくると思いますけど、例えば御存じのポイントがあれば、

それに対して観光客が来られてるか、御存じの方は来られてると思いますけど、や

っぱそれっていうのは、観光客誘致の一つの宣伝の方法ではないかと思っておりま

すが、御存じのところがあれば教えていただければと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） 奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいまの下井委員の御質問でございます。ポケモ

ンＧＯですね、私ガラケーですので見れませんけど、人伝えによりますと、秋芳洞

の入口に現れるそうでございます。ただ、歩きスマホということになりますので、

率先しては洞内は危険も伴いますので、ＰＲのほうはしておりません。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） その他質疑ありましたらお願いします。質疑なしと認めま

す。それでは、本案に対する御意見はございませんか。 
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    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋枝秀稔君） それでは、これより議案第８７号を採決いたします。本案

について、原案のとおり認定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋枝秀稔君） 全員異議なしと認めます。よって、議案第８７号は原案の

とおり認定されました。 

以上をもちまして、本会議で本委員会に付託されました議案１件につきましての

審査を終了いたしました。 

その他委員の皆さまから何かございましたら御発言をお願いいたします。はい、

徳並委員。 

○委員（徳並伍朗君） その他ということで、ちょっと離れたかもしれませんが、関

連はありますのでお聞きしたいと思います。 

観光協会からの資料でですね、２７年度で２万何千人かふえているわけですね。

外国人が。その人たちも、今後ふえる可能性があるんじゃないかなというふうに思

っておるんですけれど、それほどふえたとなれば外国人に対する案内というか、そ

ういう強化をしていかないと、来たけどやっぱり我々も、例えば、日本人が外国に

行って観光する時に、日本語で上手にしゃべられたらいいなというふうに思うわけ

でありますが、また、そのこれは市のほうはわからないかもしれませんが、観光協

会から２万何千人ふえたという、どこからか来たのがわかれば、例えば欧米人なの

か、東南アジアのフィリピン、タイ、マレーシアの人間なのか、韓国、台湾、中国

の人なのか、どのジャンルの人たちが２万何千人もばっとふえたのかというふうな

のをちょっと聞きたいんですけれど、あなた方でわかれば、ちょっと教えてもらい

たいというふうに思っております。 

○委員長（秋枝秀稔君） 繁田観光振興課長。 

○観光振興課長（繁田 誠君） ただいまの御質問にお答えをいたします。こちらの

ほうでは２７年度の外国人の観光客の統計ということで、外国人観光客が３万

７,５３４人、平成２６年度に対しまして１万７,３８６人増加をしております。主

な増加は韓国からの旅行者でございまして、２７年度が２万６,９２３人、２６年

度が１万４,９４３人でありますことから、１万１,０００いくらか伸びております。 

これは、チャーター便による増加だと見込んでおりますので、今後につきまして
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は、現在台湾からのチャーター便が、今後定期就航に向けて誘致をされております

が、この活動を美祢市も県と一緒になりまして支援、一生懸命頑張ることによりま

して、今後とも韓国、台湾からの外国人観光客が伸びていくものと期待をしており

ます。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、徳並委員。 

○委員（徳並伍朗君） そういうことで、段々と外国人の方もふえてきているという

ことですので、その案内といいますか、そういうことを充実するためにも、そうい

う経費というものを計上して、先に先に手を打っていかないと、今が際、言えば気

がつく、待てば追いつくようなことじゃだめですから、そういうものをやる気持ち

があるのかないのか。 

あるいは、先を見越してそういう気持ちがあるのかないのかというのを、ちょっ

とどういう気持ちでやるのか、お聞かせいただきたいと思っております。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、繁田観光振興課長。 

○観光振興課長（繁田 誠君） ただいまの徳並委員の御質問にお答えをいたします。

外国人観光客誘致促進に向けた今後の事業展開ということで、補助事業名は現在確

認……忘れておりますけども、国からの補助事業が現在充実しておりまして、それ

の活用によりまして、外国人観光客のおもてなしに関する充実事業に今後取り組ん

でいく予定となっております。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、徳並委員……よろしいですか。秋山委員。 

○委員（秋山哲朗君） それでは、１点ほどお伺いしたいと思います。単年度収支も

１億９,０００万の黒字化になっておるということで、非常に喜ばしいことの中で、

さきの杉山議員の一般質問で、この家族旅行村の話が出たと思うんですよね。 

その時の市長の答弁が、「美祢秋吉台ジオパークの中心的な存在である秋吉台を

望む公園としては施設が不十分であることを痛感したとこであります」と、「これ

につきまして、その家族旅行村の再生、活性化を実現するため、プロポーザル方式

も視野に入れて早急に基本計画の策定と基本設計の実施を担当課に指示したところ

であります」という発言されておると思いますけども、これについてですね、今ど

こまで進んでおるかということですよね、そして、ジオパークとの関連がどのよう
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にあるんかなというようなことはあります。 

そして、プロポーザルでやるということは、提案させるわけですから、すでにこ

こで提案させるということは、実際には費用もかかってくるし、入札にかかると思

うんですよね。どの時点で議会のほうに、その提案されるのか、むしろ今計画等は

実際に進んでいるんであれば、そういった資料等も出していただけるのかどうか、

むしろ我々が考えておるのは、このスポット的に物事をするよりも、やっぱり美祢

市全体、秋芳洞、秋吉台中心にやられるのは結構なんですけど、観光振興の全体像

をまず出すべきじゃないかなと思うんですけども、その辺のお考え、もしもあれば

お聞きしたいと思いますし、総括でまた我々の会派、友好会派も含めてですね、質

問されると思いますので、もしも今時点で出せる資料があったら、早急に出してい

ただきたいというふうに思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） ただいま、秋山委員より御質問のありました家族村

の再生計画といいますか、改修でございます。事務方としましては、一応こういう

全体像といいますか、事務方といいますか、事務屋がつくった計画でございますの

で、また、全体的な絵といいますか、図面が書けない状況でございます。 

計画としては、今このような物が、まだ本当文章ばっかりの感じなんですけど、

ございます。これにつきましては、先ほど先般の一般質問でございましたように、

市長からこの改修に向けて進んでまいるように指示を受けたところでございます。 

つきましては、プロポーザルありきというのは、プロポーザルというのは、あく

までも手法の一つで、契約の手法の一つでございますので、全体像、基本計画を策

定をしたいというふうに考えております。言われたように金額が、予算が伴います

ので、いつになるのかといいますと、今担当部では１２月の補正で、できれば予算

化したいなというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、秋山委員。 

○委員（秋山哲朗君） １２月の議会で予算を、予算を出させるということ、どうい

う予算を出されるわけです。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） 秋吉台家族旅行村の改修に伴う基本計画、全体像で
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すね、今から先、５年後、１０年後になるかもしれませんけど、その後にも全体的

な整備の完了した図面というものが、当然ないとイメージがわかないと思いますの

で、家族旅行村の全体像を策定するようなかたちになろうかと思います。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、秋山委員。 

○委員（秋山哲朗君） これはあくまでもそういった会社じゃなしに、今事務方で整

理をしたということの理解でよろしいですか。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） 今私ども持っておりますのは、外部に発注している

ものではなく、事務方でつくったものでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、秋山委員。 

○委員（秋山哲朗君） 先ほど申したように、ここの場所だけの振興だけじゃなしに

観光振興全体を含めた中での位置付けでないと、ここだけのスポット的に業務する

と、どうもあちこちいろんなこと出てくると思うんですよね。 

ぜひ、その辺も含めたですね、検討内容にしていただけたらというふうに思いま

すので、できるだけ早いうちに、そういった事務方でつくられたものの案をですね、

議会のほうに提出していただきたいというふうに思っております。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、奥田総合観光部長。 

○総合観光部長（奥田源良君） 今持っております計画につきましては、本日この委

員会終了後でも、議会のほうへ提出させていただければと思います。 

  以上でございます。 

○委員長（秋枝秀稔君） 時間も経過しましたんで、１０時５０分まで休憩いたしま

す。 

午前１０時３８分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前１０時４８分再開 

○委員長（秋枝秀稔君） 休憩前に続き、会議を再開いたします。その他委員の皆さ

まからなにかございましたらお願いいたします。ないようでございましたら、さき

の本委員会におきまして、下井議員よりジオパークに関する構想の関係の資料請求
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がございまして、本日この資料が提出されました。関係の部署で説明お願いいたし

ます。末岡教育委員会事務局次長。 

○教育委員会事務局次長（末岡竜夫君） 今委員長から御指示がありましたので、説

明をいたします。先日の委員会におきまして指示がありました。ということで、今

日２点、第１回Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパーク構想拠点施設検討委員会の次第と資料、

それともう一つが第２回になりますが、平成２７年度のＭｉｎｅ秋吉台ジオパーク

拠点施設検討委員会次第と資料、これをお配りさせていただいております。簡単に

説明をさせていただきます。 

第１回は、平成２７年の３月２２日に開催をしております。ここの次第で見たら

おわかりですが、まず委員の紹介をして、委員長を選出をいたしました。委員の名

簿につきましては、２枚めくっていただきますと、資料１というのがございますが、

この中に委員が記入されております。 

で、ここで委員長の選出ということで、委員長には山口大学の副学長であられま

す田中教授に委員長に選任になったということで、委員長の進行で始まり、第１回

目の審議といたしましては、まず委員会の目的、所掌事務、これを委員の皆さんと

共有をさせていただきました。 

それからスケジュール、この委員会のスケジュールについて、そして審議事項の

骨子について、それから最後に各施設、美祢市内のジオパークの拠点施設、秋吉台

科学博物館を始めとする歴史民俗資料館、それから化石館、それから長登銅山文化

交流館というような施設の概要について説明をし、委員の皆様にどういう施設があ

るのかというのを把握していただきました。 

それと同時に最後にプレゼンテーション資料として付けておりますけど、国内の

いろんなジオパークにどういう拠点施設があるかというのもインターネットのホー

ムページの抜粋でございますが、いろいろこれについても説明をさせていただいた

次第でございます。 

そして、第２回のＭｉｎｅ秋吉台ジオパーク拠点施設検討委員会は、次の年、平

成２８年の２月１２日に開催しております。 

この時は、第１回で申し合わせたとおり、市内の施設を全て見て回ろうという趣

旨で執り行いました。で、秋吉台科学博物館、それから歴史民俗資料館、化石館、

長登銅山文化交流館、そして、県の所管でありますが、秋吉台のエコミュージアム
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ということでずっと見て、それぞれの感想を聞いたところであります。そして、そ

の委員の皆様方からの御意見を少し紹介させていただきたいと思います。 

秋吉台科学博物館については、大変貴重な資料が大量に展示されていますが、た

だ大量がゆえにかえって貴重さが失われていますというような御意見、それからま

た博物館においては、地球化学分野における重要な物的証拠が数多く蓄積されてい

ます。ただ、見せ方の工夫が求められると感じました。安易に教科書や論文に載っ

ている学説をコピーして紹介すること、これはどこにでもある博物館、資料館とな

ってしまい、魅力を半減させるので、オンリーワンをつくることを強く意識する必

要があるというような御意見、それからほかの地域に関しては特に化石館と長登文

化交流館につきましては、整理された説明板で観覧者にとって 親切な展示、説明

版などは業者のデザイン力を感じるというような御意見、それから……。そういう

御意見がありました。 

４館を通じて感想ですが、いろんな方がおっしゃってますが、まず、１つに４館

とも建物の規模は小さく、展示室は狭いと、どうしても見栄えがしない状況にあり

ます。で、建物が今言いましたように、小さく展示室が狭いということを考えると、

大きくイメージを変えることは難しいのではなかろうかというような御意見、それ

から化石に関して言えば歴史民俗資料館、化石館、博物館、重複しているものがあ

ると。各施設の名称にふさわしい展示内容に特化したほうがよい、最後に地域の人

がその拠点施設に何を求めているのかも十分汲み取って、今後議論を進めることが

肝要であるというような御意見をいただいたところです。 

これらの意見をまた集約いたしまして、今年度もう一度行われます第３回の委員

会で、今後どうあるべきかというような議論がなされるというふうに考えておりま

す。あとは、田中副学長、委員長であられます田中副学長と十分協議して、委員会

を進めてまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） ありがとうございました。この件につきまして、特に何か

御意見等ございましたらですね、特にありましたらお願いいたしますが。ないと

いうことで……秋山委員。 

○委員（秋山哲朗君） この会議は１年に１回ということですか。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、末岡教育委員会事務局次長。 
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○教育委員会事務局次長（末岡竜夫君） 秋山委員の御質問にお答えします。今１年

に１回のペースということで進めております。 

以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、ありがとうございました。ほかに、秋山委員。 

○委員（秋山哲朗君） ということは、第５回までですから、整備計画の案ができる

のは、３１年という、平成３１年という理解でいいの。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、末岡教育委員会事務局次長。 

○教育委員会事務局次長（末岡竜夫君） ここの２ページに書いてありますスケジ

ュールについてでは、第５回で整備計画確認ということで、委員の皆様と意見は

共有しておりますが、田中委員長とまたその辺、進め方もう少しスピーディにす

るほうがいいのかどうかも、検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） この秋吉台ジオパーク、Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパークを、この

拠点施設検討委員会ということで、これは非常にいいことなんですけど、今後

３年後に日本ジオパークの再審査がありますよね。その際こういった構想により

まして、どうそれを活かしていくかということについては、この辺については、

どうなんでしょうかね。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、末岡教育委員会事務局次長。 

○教育委員会事務局次長（末岡竜夫君） 岡山委員の質問にお答えいたします。平成

３１年に再審査の年となります。再審査までに必ずしも博物館が建て替わってな

いといけんとか、それとか構想ができあがってないといけんとか、そういうこと

はございません。しっかりとそういう議論が続けられているかというのが一番の

焦点になろうと思います。自治体としてのやる気があれば、そのあたりは全く問

題がないというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、ありがとうございました。はい、徳並委員。 

○委員（徳並伍朗君） これは３１年度ということですけれど、ジオパークというこ

とですが、世界ジオパーク目指してるということになれば、何らかの関連はつけ

てやっていかないと、ただこれだけやったんじゃ、やはりある程度目的を絞って
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やってみるのも大事じゃないかなというふうに思ってますが、その辺の関連性、

あるのかないのかお聞きしたいと思います。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、末岡教育委員会事務局次長。 

○教育委員会事務局次長（末岡竜夫君） 徳並委員の御質問にお答えいたします。博

物館ができあがること、計画ができることと、世界ジオパークの関連性でござい

ますが、必ずしも博物館がないといけない、新しい博物館がですね、ないといけ

ないということは、世界ジオパークの認定には、今のところ私は差し支えはなか

ろうと思っております。 

むしろその博物館で、先ほど委員の方々の意見にもありましたが、オンリーワン

の博物館として、どういうふうに地域に根付いているのかとか、そういうことのほ

うがむしろもっと大切になろうかと思います。新しい博物館があるにこしたことは

ありません。ただ、世界ジオパークの認定を受けることに関して言えば、その必ず

しも新たな博物館というような法則にはならないのかなというふうに考えてます。 

  以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） 徳並委員。 

○委員（徳並伍朗君） 博物館だけじゃなくて、このＭｉｎｅ秋吉台ジオパーク構想

拠点施設検討委員会というそのものが世界ジオパークとの関係があるかないかと

いうのを聞いたわけ。それをちょっとお答えいただきたい。 

○委員長（秋枝秀稔君） はい、末岡教育委員会事務局次長。 

○教育委員会事務局次長（末岡竜夫君） このような委員会が設置されて議論が交わ

されているということは、これは非常に大切なことです。これは世界ジオパーク

に限らず、日本のジオパークにとっても地域をどういうふうに変えていくか、博

物館施設、見せる工夫をどういうふうにしていくかということを、議論続けてい

るというのは、これは非常に重要なこととなります。 

以上です。 

○委員長（秋枝秀稔君） ほかにございますですでしょうか。ないようでしたら、

これにて委員会を閉会いたします。御審査、御協力誠にありがとうございました。

お疲れでございました。 

午前１０時５９分閉会 
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